
〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
ホームページ　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
ホームページ　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〈2017（平成29）年4月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉〈2017（平成29）年4月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉

P. 2　まちのできごと
P. 6　くろしお子どもニュース
P. 7　平成29年度一般会計当初予算
P.13　備えて安心
P.16　役場からのお知らせ

P.20　在宅子育て応援制度の開始
P.23　イベントカレンダー
P.27　図書館カレンダー
P.28　くろしおっ子を紹介します!

主な内容
P. 2　まちのできごと
P. 6　くろしお子どもニュース
P. 7　平成29年度一般会計当初予算
P.13　備えて安心
P.16　役場からのお知らせ

P.20　在宅子育て応援制度の開始
P.23　イベントカレンダー
P.27　図書館カレンダー
P.28　くろしおっ子を紹介します!

主な内容

わがまちデータ
●人口　11,602人（前月比8人増）【男5,531人  女6,071人】  

●世帯数　5,569世帯

●15歳未満の年少人口　1,014人（比率8.74％）【男544人  女470人】
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か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
地
域
力
強
化
へ

三
世
代
で
受
け
継
ぐ
鹿
島
神
社
大
祭

福
祉
充
実
求
め
町
へ
寄
付

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
佐
賀
地
域
で
百
年
以
上
続
く
と
言
わ

れ
る
「
鹿
島
神
社
大
祭
」
は
、
漁
師
の

豊
漁
や
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
地
域

の
お
祭
り
。
３
月
５
日（
日
）、
佐
賀
地

域
に
住
む
幅
広
い
年
代
の
人
々
が
参
加

し
、
１
年
間
の
幸
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
午
前
８
時
半
、
神
職
と
氏
子
の
代
表

者
が
鹿
島
へ
渡
り
、
ご
神
体
を
迎
え
に

あ
が
る
出
御
祭
を
済
ま
せ
陸
へ
戻
り
、

そ
の
後
、
佐
賀
の
街
中
を
男
神
輿
・
女

神
輿
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
練
り
歩
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
児
た
ち
は
色
鮮
や
か

な
衣
装
と
メ
イ
ク
に
身
を
包
み
鼓
踊
り

の
披
露
を
し
ま
し
た
。

 
お
昼
に
は
カ
ツ
オ
の
た
た
き
な
ど
美

味
し
い
食
事
を
ほ
お
ば
り
、
最
後
の「
大

入
り
」
と
呼
ば
れ
る
祭
り
の
メ
イ
ン
へ

腹
ご
し
ら
え
。

　
大
入
り
で
は
、
え
び
す
神
社
で
音
頭

の
舟
歌
に
合
わ
せ
て
「
よ
い
よ
い
」
と

掛
け
声
を
発
し
な
が
ら
神
輿
を
揺
ら
し
、

迫
力
あ
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
ご
神
体
を
乗
せ
た
船

と
と
も
に
数
十
隻
の
漁
船
が
パ
レ
ー
ド

を
行
い
な
が
ら
鹿
島
へ
戻
り
、
祭
り
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
漁
師
の
多
い
佐
賀
地
域
で
は
「
鹿
島

神
社
大
祭
」
は
大
切
な
祭
り
の
一
つ
で

す
が
、
年
々
後
継
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
地
域
の
課
題
。
そ
れ
で
も
、
子

ど
も
が
踊
り
、
若
手
が
神
輿
を
担
ぎ
、

年
長
者
が
祭
り
を
引
っ
張
る
と
い
う
よ

う
に
各
年
代
が
活
躍
し
、
見
せ
場
の
あ

る
祭
り
は
珍
し
く
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
が
希
薄
に
な
っ
た
現
代
に
、
重
要
な

意
味
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
お
祭
り
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
長
ら
く
佐
賀
地
域
で
開
院
さ
れ
て
い

た
宮
崎
医
院
の
医
師
で
あ
る
宮
崎
延
男

先
生
が
平
成

１６
年
に
お
亡
く
な
り
に
な

り
、
奥
様
の
道
さ
ん
も
昨
年
５
月
に
１

０
１
才
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
２
月

２２
日
、
宮
崎
道
さ
ん
の
次

女
で
、
土
佐
市
在
住
の
川
田
素
子
さ
ん

が
佐
賀
支
所
に
来
庁
し
、「
生
前
、
父

母
が
地
域
の
方
々
に
大
変
よ
く
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
福
祉
の
充
実
に
役
立

て
て
欲
し
い
」
と
１
０
０
万
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
川
田
さ
ん
は
、
兄
の
宮
崎
南
雄
さ
ん
、

姉
の
石
本
笙
子
さ
ん
、
弟
の
宮
崎
純
一

さ
ん
の
４
人
兄
弟
で
、
ご
寄
付
は
４
人

の
連
名
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
佐
賀
支
所
の
応
接
室
で
大

西
町
長
か
ら
川
田
素
子
さ
ん
に
感
謝
状

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た

ご
寄
付
は

寄
付
者
の

意
向
に
沿

っ
て
、
福

祉
の
充
実

に
役
立
た

せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
町
内
２
基
目
と
な
る
「
か
ま
ど
ベ
ン

チ
」
が
中
村
地
区
建
設
共
同
組
合
か
ら

伊
与
喜
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
、
そ
れ
を

記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
３
月

１１
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
ま
ど
ベ
ン
チ
は
、
普
段
は
椅
子
と

し
て
利
用
し
、
災
害
時
に
は
炊
き
出
し

用
の
竈
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、

同
組
合
が
地
域
の
防
災
力
強
化
を
願
い

寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
町
内
で
は
三
浦

小
学
校
に
続
き
２
基
目
の
設
置
と
な
り

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
伊
与
喜
小
学
校
の
児
童

１６

人
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
視
察
隊

１５
人
、
そ
の

他
関
係
者
ら
が
出
席
。
竈
を
利
用
し
て

カ
レ
ー
や
豚
汁
を
作
る
炊
き
出
し
訓
練

や
、
高
知
大
学
准
教
授
・
大
槻
知
史
さ

ん
や
学
生
サ
ー
ク
ル
「
防
災
す
け
っ
と

隊
」
に
よ
る
防
災
ミ
ニ
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
今
後
四
万
十
市
西
土
佐

地
区
へ
の
寄
贈
も
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
。「
学
校
や

地
域
内
で
有
効

的
に
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
思

い
を
込
め
ま
し

た
。（
関
連
記

事
２５
ペ
ー
ジ
）

魚飯を食べる子どもたち

川田さん（左）から寄附を受け取る町長

かまどの前に並ぶ子どもたち

女性も負けじと走り出します

神輿を担ぐ地域の男性陣

神主と地域の人々

可愛い衣装で歩く小さな
子どもたち
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

襷
を
つ
な
ぐ
黒
潮
町
の
春

　
毎
年
３
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
「
黒
潮

町
駅
伝
大
会
兼
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

３
月
５
日（
日
）、
風
も
弱
い
晴
天
の
中

全
２７
チ
ー
ム
の
選
手
ら
が
計
５
区
間

１７
・
３
㎞
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
駅
伝
大
会
へ
は

１５
チ
ー
ム
、

四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
へ
は

１２
チ
ー
ム

が
参
戦
。
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
佐
賀

地
区
の
駐
車
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
同

公
園
大
方
地
区
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

付
近
ま
で
を
各
チ
ー
ム
５
人
で
襷
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　
結
果
は
左
記
の
と
お
り
。
黒
潮
町
駅

伝
大
会
で
優
勝
し
た
加
持
Ａ
は
レ
ー
ス

を
終
え
、「
気
持
ち
よ
く
走
れ
た
。
今

日
は
美
味
し
い
お
酒
を
み
ん
な
で
飲
み

ま
す
」と
達
成
感
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会
 

上
位
３
チ
ー
ム

１
位
　
加
持
Ａ（
大
原
敦
・
宮
川
貴
史
・

谷
純
大
・
北
村
尚
也
・
塩
田
充

幸
）
　
　
　
１
時
間
８
分

０７
秒

２
位
　
錦
野（
松
下
泰
生
・
藤
本
自
希
・

村
越
淳
・
松
田
直
斗
・
芝
闢
公

志
）
　
　
　
１
時
間

１０
分

０４
秒

３
位
　
黒
潮
消
防
署（
堀
裕
司
・
酒
井

優
一
・
渡
辺
将
幸
・
大
闢
淳
介
・

秋
田
智
宏
）
１
時
間

１０
分

５８
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会 

上
位
３
チ
ー
ム

１
位
　
澤
田
林
業（
田
中
智
也
・
山
闢

大
地
・
江
口
龍
吾
・
有
光
浩
・

伊
勢
脇
厚
哉
）
 
 

５６
分

２９
秒

２
位
　
チ
ー
ム
サ
カ
モ
ト（
宮
脇
智
也
・

矢
野
雄
大
・
坂
本
平
・
濱
田
泰

輔
・
打
井
健
太
）
 

５８
分

０４
秒

３
位
　
宿
毛
走
ろ
う
会
Ａ（
新
谷
竜
平
・

嵐
英
樹
・
新
谷
優
司
・
河
内
山

蒼
竜
・
渡
辺
誠
毅
）

１
時
間
２
分

００
秒

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会
 

区
間
賞

▼
１
区
４
・
３
㎞
／
①
大
原
敦（
加
持

Ａ
）

１６
分

１１
秒
②
金
子
俊
博（
矢
野
塾
）

１６
分

２２
秒
③
堀
裕
司（
黒
潮
消
防
署
）１６

分
３９
秒

▼
２
区
３
・
８
㎞
／
①
藤
本
自
希（
錦

野
）１５
分

００
秒
②
山
本
雄
二（
大
方
亀
ク

ラ
ブ
Ａ
）１５
分
７
秒
③
宮
川
貴
史（
加
持

Ａ
）１５
分

０９
秒

▼
３
区
２
・
２
㎞
／
①
谷
純
大（
加
持

Ａ
）８
分

２１
秒
②
渡
辺
将
幸（
黒
潮
消
防

署
）８
分

３３
秒
③
中
村
和
廣（
㈱
拓
新
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）８
分

４１
秒

▼
４
区
３
・
０
㎞
／
①
北
村
尚
也（
加

持
Ａ
）１２
分

０２
秒
②
松
田
直
斗（
錦
野
）

１２
分

０４
秒
③
金
子
雅
彦（
矢
野
塾
）１２
分

３３
秒

▼
５
区
４
・
０
㎞
／
①
安
光
稜（
黒
潮

青
年
部
）１５
分

５２
秒
②
池
田
修
一（
み
ど

り
の
）１６
分

１６
秒
③
塩
田
充
幸（
加
持
Ａ
）

１６
分

２４
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
 

区
間
賞

▼
１
区
／
田
中
智
也（
澤
田
林
業
）

１３
分

３３
秒

▼
２
区
／
山
闢
大
地（
澤
田
林
業
）

１２
分

３８
秒

▼
３
区
／
江
口
龍
吾（
澤
田
林
業
）

７
分

１３
秒

▼
４
区
／
有
光
浩（
澤
田
林
業
）９

分
５６
秒

▼
５
区
／
伊
勢
脇
厚
哉（
澤
田
林
業
）

１３
分

０９
秒

※
距
離
は
黒
潮
町
駅
伝
大
会
に
同
じ
　

四国のみち駅伝大会で優勝した澤田林業 黒潮町駅伝大会で優勝した加持Ａ

大
会
当
日
の
様
子

４区　上川口小～鞭公園５区　鞭公園～大規模公園（大方）ゴールの瞬間

１区　スタート～灘公園２区　灘公園～伊田漁民センター３区　伊田漁民センター～上川口小
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光
差
し
込
み
貫
通
の
瞬
間

第
27
回
あ
か
つ
き
賞
決
定

　
平
成

２６
年
度
か
ら
２
年
以
上
か
け
て

工
事
を
行
っ
て
き
た
一
般
国
道

５６
号
片

坂
バ
イ
パ
ス
の
拳
ノ
川
ト
ン
ネ
ル
で
３

月
６
日（
月
）、
貫
通
の
見
学
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
未
貫
通
だ
っ
た
６
６
４
ｍ
の
拳
ノ
川

ト
ン
ネ
ル
は
、
拳
ノ
川
小
学
校
の
児
童

１６
人
や
地
域
住
民
、
工
事
関
係
者
に
見

守
ら
れ
る
中
、
最
後
の
１
メ
ー
ト
ル
を

削
孔
し
、
６
６
５
ｍ
と
な
り
ま
し
た
。

穴
が
開
き
、
外
の
光
が
差
し
込
む
瞬
間

に
は
参
加
者
か
ら
も
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
後
「
安
産
石
」
と
呼
ば
れ

る
貫
通
石
を
参
加
者
ら
が
採
取
し
、
桐

箱
に
納
め
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
見
学
会
終
了
後
は
、
拳
ノ
川
小
学
校

の
児
童
に
対
し
、
西
松
建
設
株
式
会
社

の
担
当
者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
ト
ン
ネ
ル
は
四
角
い

の
と
丸
い
の
ど
ち
ら
が
強
い
の
」な
ど
、

子
ど
も
な
ら
で
は
の
疑
問
も
挙
が
り
ま

し
た
。

　
上
林
暁
へ
の
関
心
の
向
上
と
教
育
文

化
の
振
興
を
目
的
に
始
ま
っ
た
「
あ
か

つ
き
賞
」
。
今
年
も
受
賞
者
の
表
彰
式

が
３
月
４
日（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
５
人
が
受
賞
し
、
そ
の
う
ち

３
人
が
表
彰
式
へ
出
席
し
ま
し
た
。
受

賞
作
品
に
つ
い
て
、
上
林
暁
顕
彰
会
は

「
日
常
の
何
気
な
い
生
活
の
素
朴
さ
を

書
い
た
作
品
を
選
ん
だ
。
今
後
も
書
く

こ
と
を
大
切
に
し
、
豊
か
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
受
賞
に
続
い
て
２
回
目
の
受

賞
と
な
っ
た
田
ノ
口
小
学
校
３
年
・
川

村
米
音
さ
ん
は
、「
今
年
も
賞
が
取
れ

て
び
っ
く

り
。
こ
れ

か
ら
も
書

く
こ
と
を

続
け
て
い

き
た
い
」

と
喜
び
を

口
に
し
ま

し
た
。

◆
受
賞
者

・
田
邊
　
唯
愛（
田
ノ
口
小
１
年
）

・
武
政
　
日
向（
佐
賀
小
２
年
）

・
川
村
　
米
音（
田
ノ
口
小
３
年
）

・
岩
本
こ
こ
ろ（
南
郷
小
４
年
）

・
秋
田
　
星
空
（
田
ノ
口
小
５
年
）

　
自
分
の
読
ん
だ
本
を
絵
に
描
い
て
表

現
す
る
「
に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
・
感

想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
が
決

定
し
、
３
月
５
日（
日
）、
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
基
準
は
、
目
と
心
で
丁
寧
に
書

か
れ
て
い
る
も
の
、
ま
た
感
想
画
に
付

け
ら
れ
て
い
る
感
想
文
も
審
査
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
入
賞
し
た
の
は

３１
人
。
そ
れ
ぞ

れ
が
に
こ
や
か
な
表
情
で
表
彰
状
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

◆
入
賞
者

ク
ジ
ラ
大
賞

・
横
井
　
花
音（
小
学
生
以
下
）

・
清
水
　
優
菜（
三
浦
小
１
年
）

・
金
子
莉
衣
奈（
三
浦
小
２
年
）

・
都
築
　
秀
仁（
入
野
小
３
年
）

・
溝
渕
　
遥
人（
南
郷
小
４
年
）

・
土
居
　
海
斗（
三
浦
小
５
年
）

・
吉
田
　
愛
華（
佐
賀
小
６
年
）

イ
ル
カ
賞

・
西
嶋
　
李
珠（
小
学
生
以
下
）

・
植
木
　
環
一（
小
学
生
以
下
）

・
山
闢
　
駿
佑（
小
学
生
以
下
）

・
田
波
　
飛
海（
小
学
生
以
下
）

・
野
村
　
洋
徳（
三
浦
小
１
年
）

・
野
並
　
芽
以（
三
浦
小
１
年
）

・
村
越
　
　
藍（
入
野
小
１
年
）

・
溝
渕
　
絢
音（
南
郷
小
２
年
）

・
新
田
　
悠
晴（
三
浦
小
２
年
）

・
和
泉
　
凛
音（
三
浦
小
２
年
）

・
矢
野
美
沙
希（
田
ノ
口
小
３
年
）

・
川
村
　
米
音（
田
ノ
口
小
３
年
）

・
藤
田
り
お
ん（
田
ノ
口
小
３
年
）

・
加
藤
瑚
太
郎（
南
郷
小
４
年
）

・
隅
田
　
　
凪（
南
郷
小
４
年
）

・
吉
尾
　
飛
来（
上
川
口
小
４
年
）

・
西
山
　
　
桜（
伊
与
喜
小
５
年
）

・
池
田
　
美
輝（
南
郷
小
５
年
）

・
浜
田
　
佳
和（
佐
賀
小
５
年
）

・
明
神
　
凪
砂（
佐
賀
小
６
年
）

・
福
島
　
　
碧（
佐
賀
小
６
年
）

・
西
山
　
大
輝（
伊
与
喜
小
６
年
）

図
書
館
長
特
別
賞

・
濱
口
　
　
新（
三
浦
小
１
年
）

・
小
原
颯
一
郎（
入
野
小
２
年
）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

貫通石を採取する児童ら

受賞者とその家族、関係者ら

表彰状を手に笑顔を浮かべる受賞者

光が入る瞬間は感動的

第
17
回
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
決
定
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

小
学
生
が
長
巻
寿
司
作
り
へ
挑
戦

優
勝
目
指
し
春
の
合
宿

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
交
流
を

式典で町長からの挨拶を聞く選手ら

贈呈品の文旦を受け取る齊藤監督

交流を楽しむ参加者たち

黒潮町パークゴルフ協会より挨拶

当日作ったメニュー

長巻寿司完成の様子

　
黒
潮
町
農
業
委
員
会（
吉
尾
好
市
会

長
）は
、
女
性
農
業
委
員
が
中
心
と
な

っ
て
、
３
年
間
の
任
期
内
に
町
内
全
小

学
校
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
に
地
産
地

消
の
料
理
作
り
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
平
成

２８
年
度
は
昨
年
２
月
９
日
に
南

郷
小
学
校
、
２
月

２１
日
に
田
ノ
口
小
学

校
、
２
月

２３
日
に
三
浦
小
学
校
を
訪
問

し
、
い
ず
れ
も
４
年
生
か
ら
６
年
生
で

１４
ｍ

２０
㎝
〜

１４
ｍ

３０
㎝
の
長
巻
寿
司
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
元
農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
女
性

部
大
方
・
佐
賀
支
部
の
部
員
、
地
域
の

女
性
に
教
わ
り
な
が
ら
、
千
切
な
ど
、

熱
心
に
包
丁
を
使
い
、
長
巻
寿
司
と
サ

ラ
ダ
、
豚
汁
、
デ
ザ
ー
ト
に
サ
ツ
マ
イ

モ
の
茶
巾
絞
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
る
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
女
性
農
業
委
員
の
金
子
孝
子
さ
ん
は
、

「
一
つ
の
料
理
を
協
力
し
て
作
る
楽
し

さ
と
、
町
産
食
材
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
思
い

を
口
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
員
に
「
み
ん
な
で
協
力
し

て
長
い
お
寿
司
が
お
い
し
く
作
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で
あ
な
た
も
長
巻
寿
司
の
達

人
で
す
」と
認
定
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成

２９
年
度
は
、
上
川
口
小
学
校
と

入
野
小
学
校
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
専
修
大
学
野
球
部
が
２
月

１８
日（
土
）、

合
宿
の
た
め
黒
潮
町
を
訪
れ
、
そ
れ
を

歓
迎
す
る
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
大
西
町
長
か
ら
「
練
習

環
境
を
少
し
で
も
良
い
も
の
に
と
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
も
し
て
き
た
。
ぜ
ひ

有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
、
若
者
た
ち
へ
激
励
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。

　
「
黒
潮
町
の
熱
意
を
感
じ
る
」
と
い

う
齋
藤
正
直
監
督
を
始
め
と
し
、
チ
ー

ム
は
更
な
る
躍
進
へ
向
け
た
練
習
に
励

み
ま
し
た
。
主
将
の
和
田
裕
生
さ
ん
は
、

１１
月
か
ら
チ
ー
ム
の
先
頭
に
立
ち
、
総

勢
約
１
４
０
人
の
部
員
を
ま
と
め
る
こ

と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。「
チ
ー
ム
が

勝
つ
こ
と
が
主
将
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
。
プ
レ
ー
以
外
に
も
、
挨
拶
や
マ
ナ

ー
な
ど
の
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
」と
、

今
後
の
チ
ー
ム
作
り
に
対
し
意
気
込
み

を
表
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
と
黒
潮
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
が
３
月
９
日（
水
）、
土
佐
西

南
大
規
模
公
園
で
開
催
さ
れ
、
北
海
道

か
ら

１３
人
、
黒
潮
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
か
ら

３１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
１
９
８
３
年
、
北

海
道
中
川
郡
幕
別
町
で
生
ま
れ
、
幅
広

い
年
代
で
愛
好
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
。

　
今
回
の
交
流
大
会
は
、
黒
潮
町
で
の

冬
場
の
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
を
見
出
す

た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
が
中
心
と

な
り
企
画
を
し
た
も
の
で
、
北
海
道
の

参
加
者
か
ら
感
想
な
ど
を
聞
き
、
今
後

の
ツ
ア
ー
計
画
を
練
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
幕
別
町
か
ら
も
夫
婦
で
の
参
加
が
あ

り
、「
今
の
季
節
、
北
海
道
で
は
雪
中

ゴ
ル
フ
。
短
く
毛
が
揃
っ
た
芝
の
上
で

プ
レ
イ
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
」
と
、

他
の
参
加
者
ら
と
と
も
に
南
国
で
の
交

流
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
表
彰
が
あ
り
、
受
賞
者
ら

に
は
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

命
を
守
る
た
め
に

　
避
難
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
い
つ

も
の
訓
練
と
は
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
昼
休
み
教
室
に
い
る
と
、
地
震
の
放
送
が

な
り
ま
し
た
。「
ま
た
訓
練
か
」
と
思
っ
て
机
の

下
に
か
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
急
い
で
避

難
道
に
行
く
と
先
生
が
大
き
く
手
を
広
げ
て
み

ん
な
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

　
説
明
を
聞
い
て
い
る
と
、「
今
日
は
こ
こ
は
く

ず
れ
て
い
ま
す
。
も
し
こ
こ
が
く
ず
れ
て
い
た

ら
、
ど
こ
に
逃
げ
ま
す
か
」
と
言
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
一
年
生
が
手
を

挙
げ
て
、「
誠
心
園
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
み

ん
な
で
誠
心
園
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
ま
た
先

生
が
止
め
て
、「
赤
い
津
波
が
来
る
け
ん
に
げ
て

よ
」と
言
い
ま
し
た
。
五
秒
く
ら
い
す
る
と
、渡

辺
先
生
の
車
が
来
ま
し
た
。
津
波
は
五
十
キ
ロ

で
、車
も
五
十
キ
ロ
で
し
た
。
ま
あ
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
思
っ
て
走
っ
て
い
る
と
、
す
ぐ
車
に
ぬ

か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
誠
心
園

に
着
く
と
、
み
ん
な
、

ハ
ア
ハ
ア
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

　
命
を
守
る
た
め
に
は
、

朝
マ
ラ
ソ
ン
で
も
っ

と
体
力
を
つ
け
て
津

波
に
負
け
な
い
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
南
郷
小
学
校
　
５
年
　
東
　
来
夢
）

　
田
ノ
口
小
学
校
に
は
、
毎
週
火
・
水
・
木
曜

日
に
地
域
の
方
が
本
の
読
み
聞
か
せ
に
来
て
く

れ
て
い
ま
す
。
始
ま
っ
た
の
は
六
年
前
、
ち
ょ

う
ど
ぼ
く
た
ち
が
一
年
生
の
と
き
で
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
本
を
読
ん
で
も
ら
え
る
の
で
、
い
つ

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
朝
は
眠
た
い
の

に
、
六
年
間
も
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
す
ご
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
最
後
の
読

み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
春
子
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、
田
ノ
口
小
学
校
出

身
の
作
家「
上
林
暁
」
さ

ん
の
『
薔
薇
盗
人
』
と
い
う
お
話
を
読
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
お
話
は
、
春
子
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
毎
年
、
卒
業
生
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ

て
い
る
お
話
で
す
。『
薔
薇
盗
人
』
を
読
ん
で
も

ら
い
、
昔
は
ど
れ
だ
け
暮
ら
す
の
が
大
変
だ
っ

た
の
か
、
そ
し
て
、
仙
一
の
お
父
さ
ん
の
、「
ど

ん
な
に
苦
し
く
て
も
ぬ
す
っ
と
す
る
奴
に
は
な

っ
て
ほ
し
く
な
い
。
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
」

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
小
説
が
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
小
説
を
読
も
う
と
思
い
ま
す
。

　
六
年
間
、
本
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
伝
え
て

く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
田
ノ
口
小
学
校
　
６
年
　
濱
口
　
武
士
）

修
学
旅
行
を
振
り
返
っ
て

　
４
泊
５
日
の
修
学
旅
行
。
初
日
は
移
動
日
―
、

初
め
て
乗
る
飛
行
機
に
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
、
機
長
さ
ん
の
機
内
放
送
や
Ｃ
Ａ
さ
ん
の
気

遣
い
な
ど
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
か

ら
見
え
る
、
高
知
と
は
全
く
違
う
東
京
の
景
色

や
、
長
野
に
近
づ
く
に
つ
れ
段
々
と
見
え
て
く

る
雪
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
が
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
２
日
目
に
は

た
く
さ
ん
楽
し
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
雪
焼
け

や
筋
肉
痛
で
、
顔
や
体
が
と
て
も
痛
か
っ
た
で

す
。

　
３
、
４
日
目
に
行
っ
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
ソ
ラ
マ
チ
も
目
一
杯

楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
最
初
は
不
安
し

か
な
か
っ
た
修
学

旅
行
で
し
た
が
、

と
て
も
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

行
か
せ
て
く
れ
た

お
母
さ
ん
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

（
大
方
高
校
　
２
年
　
松
本
　
舞
衣
奈
）

ら
い

む

ひ
が
し

ま

い

な

ま
つ
も
と

は
ま
ぐ
ち

た
け

し



広報くろしお  №133　2017（平成29）年4月号澀

　
平
成

２９
年
度
当
初
予
算
は
黒
潮
町
当

初
予
算
編
成
基
本
方
針
及
び
黒
潮
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
基
づ

き
、「
基
幹
産
業
の
担
い
手
づ
く
り
の

推
進
」「
移
住
者
支
援
施
策
の
充
実
」「
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
」「
地
域
で

支
え
る
健
康
づ
く
り
」「
ソ
フ
ト
面
を

中
心
と
し
た
防
災
対
策
の
充
実
」「
生

き
る
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実
」
の

６
点
を
重
点
項
目
と
し
、
住
民
ニ
ー
ズ

に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
予
算

の
計
上
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
平
成

２９
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
前
年
度
比

１３
・
４
％（

１６

億
２
５
０
０
万
円
）減
の
１
０
４
億
７

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

１１
個
の
特
別
会
計
を
加
え
て

重
複
分
を
除
い
た
純
合
計
は
１
４
４
億

５
７
２
７
万
５
千
円
で

１０
・
３
％（

１６

億
５
３
５
６
万
３
千
円
）の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
減
額
の
主
な
要
因
は
、

本
庁
舎
や
佐
賀
保
育
所
の
移
転
事
業
費

減
な
ど
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
大

幅
な
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

 
平
成

２８
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る

と
大
幅
な
減
額
で
す
が
、
平
成

２９
年
度

も
３
年
連
続
し
て
１
０
０
億
円
を
超
え

る
大
型
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
後
年
度

へ
の
財
政
負
担
を
最
小
限
と
す
る
た
め

に
も
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を
有
効
に

活
用
し
て
い
く
な
ど
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

 
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
本

町
の
持
続
可
能
な
発
展
を
ど
の
よ
う
に

行
政
施
策
の
中
で
作
り
出
し
て
い
く
の

か
、
住
民
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な

り
、
議
論
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
住
民
福

祉
の
増
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
町
税
８
億
２
５
７
９
万
９

千
円（
前
年
度
比
３
・
５
％
増
）な
ど
自

主
財
源
が

２７
億
２
７
６
４
万
５
千
円（
構

成
比

２６
・
１
％
）、
地
方
交
付
税

４１
億

円（
前
年
度
比
５
・
１
％
増
）な
ど
、
依

存
財
源
は

７７
億
４
２
３
５
万
５
千
円（
構

成
比

７３
・
９
％
）を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
債
は

１１
億
４
１
８
０
万
円（
前
年

度
比

６９
・
２
％
減
）で
、
臨
時
財
政
対

策
債（
赤
字
地
方
債
）１
億
９
０
０
０
万

円
、
旧
合
併
特
例
事
業
債
４
億
６
７
３

０
万
円
、
過
疎
対
策
事
業
債
４
億
１
１

１
０
万
円
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

６
８
５
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

平
成

２９
年
度
末
の
起
債
残
高
は
１
５
９

億
１
４
１
３
万
６
千
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
基
金
の
繰
入
額
は
財
政
調
整
基
金
や

特
目
基
金
な
ど

１１
億
３
０
５
８
万
７
千

円（
前
年
度
比

９１
・
２
％
増
）を
予
定
し

て
お
り
、
平
成

２９
年
度
末
の
財
政
調
整

基
金
残
高
は
７
億
５
５
８
６
万
９
千
円

の
見
込
で
す
。

　
歳
出
は
、
目
的
別
で
は
予
算
額
の
多

い
順
に
総
務
費

２９
億
５
８
１
４
万
４
千

円（
前
年
度
比

２０
・
１
％
減
）、
民
生
費

２２
億
８
４
７
６
万
円（
前
年
度
比

１２
・

６
％
減
）、
公
債
費

１３
億
９
３
５
９
万

円（
前
年
度
比
８
・
２
％
増
）で
、
上
位

３
部
門
の
み
で
全
体
の

６３
・
４
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

 
性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費
が
人
件

費
１４
億
８
４
７
７
万
５
千
円（
前
年
度

比
０
・
６
％
増
）、
公
債
費

１３
億
９
３

５
９
万
円（
前
年
度
比
８
・
２
％
増
）、

扶
助
費
６
億

２２
万
９
千
円（
前
年
度
比

０
・
６
％
減
）な
ど

３４
億
７
８
５
９
万

４
千
円（
構
成
比

３３
・
２
％
）を
計
画
し
、

投
資
的
経
費
は
普
通
建
設
事
業

１７
億
２

７
１
３
万
３
千
円（
前
年
度
比
０
・
１

黒潮町の一般会計当初予算は
104億7,000万円です。
黒潮町の一般会計当初予算は
104億7,000万円です。
黒潮町の一般会計当初予算は
104億7,000万円です。
― 前年度比13．4％（16億2,500万円）の減額となりました ―

2017（平成29）年度

一
般
会
計
の
概
要

歳
　
入

歳
　
出

平成29年度当初予算
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％
減
）な
ど

１７
億
７
６
８
３
万
５
千
円

（
構
成
比

１７
・
０
％
）を
予
算
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す
る
た

め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ

た
会
計
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
一
般
会
計
と
重
複
す

る
給
与
等
集
中
処
理
特
別
会
計
を
除
い

て
１１
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

住 宅 新 築 資 金 413万5千円

宮 川 奨 学 資 金 2,087万円

情 報 セ ン タ ー 2億8,163万7千円

国 民 健 康 保 険 22億9,972万2千円

介 護 保 険 17億968万円

介 護 サ ー ビ ス 1,677万2千円

農 業 集 落 排 水 3,737万円

漁 業 集 落 排 水 536万3千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億9,328万2千円

水 道 事 業 2億4,271万6千円

国 民 健 康 保 険 直 診 8,599万6千円

土佐くろしお鉄道基金負担金� 2,465万3千円

エリアデマンド実証運行事業� 916万7千円

地籍調査費� 1億707万6千円

国民健康保険の赤字補てん（繰出金）� 6,000万円

人権問題意識調査� 49万9千円

その他の主な事業

高性能林業機械整備事業補助金� 1,204万8千円

スポーツ活用型地域づくり事業� 1,268万1千円

中小企業等融資保証料及び利子補給� 292万9千円

高規格道路整備事業� 6,705万円

道路新設改良事業� 3億3,801万円

◆ ソフト面を中心とした防災対策の充実
　木造住宅耐震事業� 1億8,880万6千円

　避難所環境整備事業� 8,465万1千円

　黒潮消防署救急車両整備負担金� 2,070万円

　消防自動車整備� 1,000万円

　告知端末整備事業� 728万円

　防災カリキュラムづくり（小・中学校）�405万7千円

　災害危険箇所啓発用航空画像作成事業� 400万円

　地区防災計画作成共同研究事業� 379万9千円

　医療救護所備蓄品購入� 87万円

◆ 基幹産業の担い手づくりの推進
　園芸用ハウス整備事業補助金� 1億3,672万円

　青年就農給付金「経営開始型」� 1,950万円

　新規就農推進事業� 862万5千円

　環境制御技術導入加速化事業補助金� 146万円

　佐賀漁港活餌事業補助金� 1,000万円

　新規漁業就業者支援事業補助金� 664万2千円

　カツオ水揚げ促進事業補助金� 300万円

　原木増産推進事業費補助金� 488万円

　緑の雇用補助金� 92万円

◆ 地域で支える健康づくり
　あったかふれあいセンター事業委託� 4,601万円

　集落活動センター整備事業� 4,104万3千円

　黒潮町シルバー人材センター補助金� 550万円

◆ 移住者支援施策の充実　
　定住促進住宅整備事業� 9,000万円

　地域おこし協力隊� 2,377万円

　住宅改修促進事業補助金� 500万円

◆ 生きる力をはぐくむ教育の充実
　小学校非構造部材耐震事業� 2,480万円

　学校支援員配置事業（小・中学校）� 1,897万9千円

　防災教育推進事業� 535万7千円

　特色ある教育事業� 237万3千円

　ICT整備事業� 188万7千円

◆ 切れ目のない子育て支援
　小中医療費無料化事業� 1,674万円

　在宅子育て応援事業補助金� 1,500万円

　不妊治療費補助金� 200万円

　新生児聴覚検査� 36万6千円

　妊産婦等訪問支援事業� 8万円

6つの重点項目

特
 

別
 

会
 

計

平成29年度当初予算
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歳　出
（目的別）

歳　出（性質別）

平成29年度一般会計当初予算の内訳

歳　　入 歳　　出

特定財源・一般財源の別

一般財源
49.7%
52億219万9千円

特定財源
50.3%
52億6,780万1千円

依存財源・自主財源の別

依存財源
73.9%
77億
4,235万5千円

自主財源
26.1%
27億2,764万5千円

衛生費　5.6%
5億8,658万円

農林水産業費
6.6%
6億9,396万5千円

農林水産業費
6.6%
6億9,396万5千円

土木費　8.0%
8億3,374万6千円

消防費　7.6%
7億9,290万8千円
消防費　7.6%
7億9,290万8千円

教育費　5.6%
5億8,369万8千円

公債費　13.3%
13億9,359万円

総務費　28.3%
29億5,814万4千円

その他　3.3%
3億4,260万9千円

○お問い合わせ　本庁　総務課　財務係　蕁43－2112（直通）

民生費　21.8%
22億8,476万円

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

町債　10.9%
11億4,180万円

地方交付税
39.2%　41億円

国庫支出金　8.2%
8億5,506万7千円

県支出金　13.1%
13億6,908万8千円

町税　7.9%　8億2,579万9千円

町債　10.9%
11億4,180万円

繰入金　10.8%
11億3,058万7千円
繰入金　10.8%
11億3,058万7千円

地方交付税
39.2%　41億円

国庫支出金　8.2%
8億5,506万7千円

県支出金　13.1%
13億6,908万8千円

町税　7.9%　8億2,579万9千円

その他　3.4%
3億5,180万9千円

分担金・負担金
0.2%
2,559万1千円

使用料・手数料
3.8%
3億9,385万9千円

譲与税・交付金
2.6%
2億7,640万円

［百万円］ ［百万円］

その他　7.3%
7億6,184万円

災害復旧事業
0.5%
4,970万2千円

扶助費　5.7%
6億22万9千円

物件費　16.6%
17億3,925万7千円
物件費　16.6%
17億3,925万7千円

人件費　14.2%
14億8,477万5千円

普通建設事業　16.5%
17億2,713万3千円

補助費等　15.8%
16億5,041万8千円

繰出金　10.2%
10億6,305万6千円

公債費　13.3%
13億9,359万円

人件費　14.2%
14億8,477万5千円

普通建設事業　16.5%
17億2,713万3千円

補助費等　15.8%
16億5,041万8千円

繰出金　10.2%
10億6,305万6千円

公債費　13.3%
13億9,359万円

平成29年度当初予算
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4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

大方地域

17日（月）

地域子育て支援センター
（大方中央保育所内）

※09：30～10：30愛 育 相 談

鞭老人憩いの家 10：00～12：00鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

19日（水） ふるさと総合センター ※13：00～13：30乳児・１歳６ヶ月児健診

20日（木） 浮津集落センター 9：30～12：00浮 津 ふ れ あ い サ ロ ン

27日（木） 芝集会所 10：00～12：00芝 ふ れ あ い サ ロ ン

4月 場　　　所 時　　　間内　　　容

佐賀地域

24日（月） 佐賀保育所 10:00～11：00愛 育 相 談

21日（金） 総合センター 10:00～14:30佐 賀 ふ れ あ い サ ロ ン

27日（木） 大和田集会所 10:00～13:00大和田ふれあいサロン

5月 場　　　所 時　　　間内　　　容

11日（木） 漁民センター 9：30～11：00漁 民 ふ れ あ い サ ロ ン

8日（月） 馬地集会所 9：30～11：00馬 地 ふ れ あ い サ ロ ン

15日（月） 鈴漁民センター 10:00～13:00鈴 ふ れ あ い サ ロ ン

5月 場　　　所 時　　　間内　　　容

10日（水） 加持本村集会所 10：00～12：00加持本村ふれあいサロン

11日（木） 上川口浦集会所 10：30～13：00上川口浦ふれあいサロン

12日（金） 王迎集会所 9：30～12：00王 迎 ふ れ あ い サ ロ ン

くじら保育所
※08：00～09：00

肺 が ん 検 診

胃 が ん 検 診
14日（日）

大腸がん検診（容器配布）

※08：30～09：30特 定 検 診

1日（月） 奥湊川老人憩の家 10：00～11：00奥 湊 川 健 康 相 談

注）表中の※印は、受付時間となります。 健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
月
中
旬
か
ら
5
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

15日（月）
地域子育て支援センター

（大方中央保育所内）
※09：30～10：30愛 育 相 談
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（課直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112（係直通）

～ 平成29年度の特定健康診査（特定健診）について ～
　黒潮町国民健康保険では、特定健康診査（以下、特定健診）について、今年度も
町内の地域ごとの集団健診と医療機関などで受診する個別健診（人間ドックを含む）
を実施します。特定健診の受診には『受診券』が必要になりますので、「集団健診」の
実施日に合わせて対象地域ごとに発送します。かかりつけの医療機関や人間ドッ
クなどで「個別健診」により受診される場合も、『受診券』が必要ですので、国保係
までご連絡ください。

※人間ドックでは、特定健診の受診券を提示することで、検査項目の一部を特定健診にお
きかえることができ、費用が低く抑えられる場合があります

●対象者
40歳から74歳の黒潮町国民健康保険に加入している方

（妊産婦・長期入院などの場合を除く）

●受診できる期間
平成29年4月1日～平成30年3月31日まで

●受診できる場所

集団健診：5月から各地域で順次実施します（詳しくは健康カレンダーでご確認下さい）。
個別健診：かかりつけの医療機関、または『人間ドック』で受診できます。
　　　　　特定健診はすべての医療機関で受けられるということではないので、詳細につ
　　　　　いては医療機関または国保係までお問い合わせください。

●受診に必要なもの
①保険証　　②受診券　　③問診票　
　

●個人負担金
無料（人間ドックの差額分は自己負担）。ただし、年度中に2回以上受診した場合は、個人
負担金（実費）をお支払いしていただきますのでご注意ください。

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは、内臓脂肪型肥満に加え、高血糖、高
血圧、脂質異常などといった生活習慣病のリスクが複数重なっている状態のことをいいます。
　特定健診は、皆さまの健康状態を知る良い機会であり、生活習慣病などが発見された場
合には、早期に適切な治療を受けることで、病気が重症化することを防ぐことができます。

～ 自分の健康状態を知るためにも、年に1回の特定健診を毎年受診しましょう ～

≪特定健診は、メタボリックシンドロームの予防に重点を置いた健診です≫

集団健診

町内各地域

個別健診

医療機関 人間ドック実施機関または
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海
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ラ
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地
震
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災
害
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備
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ト
ラ
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地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜
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【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
課
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
起
き
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
つ
い
て
、
今
一
度
歴
史
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
表
の
と
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

過
去
に
何
度
も
起
き
て
い
る
災
害
で
す
。

起
こ
る
頻
度
に
多
少
の
差
は
あ
り
ま
す

が
、
１
０
０
〜
１
５
０
年
周
期
で
起
こ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
述
か

ら
わ
か
る
限
り
で
は
、
津
波
が
来
襲
し

被
害
も
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
過
去
に
幾
度
と
な
く

地
震
が
起
き
て
お
り
、
今
後
も
必
ず
起

こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と

は
不
可
能
で
す
。

　
し
か
し
、
過
去
の
経
験
を
活
か
し
、

同
じ
よ
う
な
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に

準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
地
震
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
減
ら
す
「
減

災
」は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
今
年
度
も
木
造
住
宅

耐
震
に
係
る
補
助
事
業
、
家
具
転
倒
防

止
対
策
お
よ
び
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
な
ど
に
係
る
補
助
事
業
、
避
難
道
や

避
難
場
所
の
整
備
、
地
区
防
災
計
画
お

よ
び
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

作
成
支
援
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
資
機

材
整
備
補
助
事
業
な
ど
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
様
々
な
対
策
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
火
災
や
災
害
時
な
ど
に

自
宅
や
職
場
か
ら
駆
け
付
け
、
消
火
活

動
・
救
助
活
動
を
行
う
非
常
勤
特
別
職

の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
消
防
団
の
活
動
は
消
火
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
に
お
け
る
消
防
・
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非

常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着
し
、

住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
女
性
の
消
防
団
へ
の

参
加
も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
や
、
応

急
手
当
の
普
及
指
導
な
ど
に
お
い
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
活

動
で
す
。
会
社
員
の
方
、
自
営
業
の
方
、

主
婦
の
方
な
ど
、
性
別
・
職
業
問
わ
ず

色
々
な
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
に
は
、

１４
の
分
団
が
あ
り
ま

す
。
消
防
団
に
入
る
に
は
、
お
住
ま
い

の
地
域
を
管
轄

す
る
分
団
、
ま

た
は
左
記
の
お

問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

消
防
団
員
募
集
に
つ
い
て

過去の南海トラフ地震とその記録
684年11月29日（白鳳地震） 　※南海・東南海・東海3連動型とされる
建物の破壊、人畜の死傷多く、土佐の田畑12平方キロメートルが海となる。津波あり。

887年8月26日（仁和地震）
五畿七道大いに震う。近海津波来襲し、死傷者多し。

1099年2月16日（康和地震）
記述等なし。痕跡あり。

1361年8月3日（正平地震）
津波被害甚大。香美郡田村（南国市）の下庄正奥寺に高潮上がる。

1605年2月3日（慶長地震）　 ※南海・東南海・東海3連動型
地震、大津波あり。死者5000人に上り、崎の浜、甲浦、阿波宍喰で浸死者続出。

1707年10月28日（宝永地震）　 ※南海・東南海・東海3連動型
有史時代最大の地震の潰家29000、死者4900人。津波は土佐にて20m余り。海
辺の在家一所として残る方なし。
高知では潮江、下知、江ノ口より、一宮、布師田、大津、介良、下田衣笠まで海となる。

1854年12月24日（安政南海地震）　 ※南海単独 前日に東南海東海地震有
地震、大津波で被害甚し。土佐、紀伊、阿波などで死者3000人。土佐湾沿いの赤岡
以西はすべて災害被る。

1946年12月21日（昭和南海地震）　 ※南海単独
震害は四国、九州、近畿、中国、中部地方に及び、大津波来襲して全国で1330人の死
者が出た。
高知は震度5で午前4時19分に発震、地震後6波の津波あり。
県下の死者670人、不明者9人、傷者1836人、家倒壊4834。
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在宅介護手当についてイド介護保険介護保険介護保険 ガ

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（課直通）

◆ ◆  在 宅 介 護 手 当 に つ い て  ◆ ◆

期　　　別

前　期

後　期

申　請　月

10月

支　給　月

12月

03～4月 05月

期　　　間

4月分から9月分まで

10月分から3月分まで

介護保険広報シリーズ 182

● 在宅介護手当とは
　家庭において、寝たきりの高齢者などを介護している方に対して支給する手当です。
　介護者を激励しその労に報いるとともに、町民の福祉増進に寄与することを目的としています。

● 対象者
　黒潮町に住所があり、次のいずれかに該当する方を、在宅において常時介護している方。

　①介護保険法により要介護4または5の認定を受けた方
　②寝たきりの高齢者で、その状態が3カ月以上継続している方
　③障害児福祉手当および特別障害者手当の支給に関する省令第15条の規定に基づく認定を得

ている方で、寝たきりの方
　④認知症高齢者については、医師が認知症と認める方で「認知症高齢者の日常生活自立度判定

基準」によるランクⅢ以上に相当し、その状態が3カ月以上継続している方
　※②・③については「障害高齢者の日常生活自立度判定基準（寝たきり度）」ランクBまたはC

に該当する方です。
　※②③④に該当する方については、必要に応じて町から調査に伺い、判定します。

● 手当の額 　　

　・被介護者1人につき月額1万円とします。ただし、入院や施設入所（短期入所含む）などに
より、在宅介護をした日数が、ひと月のうち5割に満たない場合、その月は支給の対象にな
りません。

　・福祉用具購入費および住宅改修費に対する給付を除く介護給付費の総額が10万円未満の月
については、1万円を増額します。

● 手続きの流れ（はじめに受給資格の認定申請、次に支給の申請が必要です）　　

　①在宅介護手当受給資格申請書の提出
支給を受けるためには、まず認定申請が必要です。申請に基づき、
認定または却下の通知をします。

　②在宅介護手当支給申請書の提出
認定された方へ、申請月（下記参照、年2回）に、黒潮町から申請書
をお送りします。
実際に介護をした期間を記入し、提出してください。

● 支給申請・支給月について　
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黒潮町運転免許証返納支援制度
平成29年4月1日より開始

運転免許証を自主的に返納された方に対する支援

「運転経歴証明書」発行手数料1,000円を補助します

◆ 黒潮町運転免許証返納支援制度とは
　 ・交通事故防止対策の一環として、運転免許証を自主的に返納された方に対する支援を行う制度

　 ・返納時に交付を受ける「運転経歴証明書」発行手数料（1,000円）を黒潮町が補助

◆ 対象者
　 黒潮町内にお住いの方で、運転免許証を自主的に返納された方

◆ 支援制度を受けるには
　 1．中村警察署（免許窓口）で運転免許証の返納手続き（取消申請）をする

　 2．「運転経歴証明書」の交付申請（取消申請をした日から5年以内であれば申請ができます）をする

　 3．交付された「運転経歴証明書」を持って、黒潮町役場情報防災課または佐賀支所地域住民課で補

　　　助申請をする

　　　※印鑑、通帳（振込先口座のわかるもの）が必要です

　 4．黒潮町から発行手数料1,000円が振り込まれます

◆ その他の支援
　 運転経歴証明書の提示で…

　 1．つづきハイヤーの運賃が1割引き

　 2．土佐くろしお鉄道と高知西南交通の運賃が半額

　　　※高知西南交通は65歳以上の方が対象。

　 3．幡多信用金庫の「運転免許自主返納応援定期預金」

　　　※詳しくは各社へお問い合わせください。

運転経歴証明書（免許証サイズ）

自主返納とは
高齢や身体機能の低下などを理由に、取得し

ている運転免許を有効期限内にご自身の申請

（本人の意思）により取り消すこと。

運転経歴証明書とは
運転免許証を自主的に返納された方の申請に

より交付されます。公的な身分証明書として

も利用でき、発行手数料（1,000円）は平成

29年4月1日以降から町が負担します。

○支援制度に関するお問い合わせ
　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第1係　蕁55－3113
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
以
前
、
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
も
、
毎
年
４
月
に
は
再
度
申
請
手
続

が
必
要
で
す
。

　　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、

２０
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
及
び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以

上
で
あ
る
課
程
）に
在
学
す
る
学
生
な

ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算

式
で
計
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
場
合
に

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
１
１
８
万
円
＋（
扶
養
親
族
な
ど

の
数
×

３８
万
円
）＋
社
会
保
険
料
控
除

な
ど
」

　
申
請
者
本
人
の
み
の
所
得
を
み
る
た

め
、
本
人
以
外
の
家
族
の
所
得
は
問
い

ま
せ
ん
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
対
象
と
な
る

期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認

を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
、
保

険
料
納
付
済
期
間
と
同
様
に
障
害
基
礎

年
金
の
支
給
要
件
と
な
る
対
象
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
先

　
役
場
年
金
担
当
ま
た
は
、
年
金
事
務

所
の
窓
口
で
す
。
ま
た
、
平
成

２０
年
４

月
か
ら
、
在
学
す
る
大
学
な
ど
の
窓
口

で
も
申
請
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
大
学
な
ど
の
窓
口
で
申
請
手

続
を
行
う
た
め
に
は
、
在
学
す
る
大
学

な
ど
が
学
生
納
付
特
例
事
務
法
人
の
指

定
を
受
け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
添
付
資
料

●
年
金
手
帳

●
学
生
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類（
在
学
期
間
が
分
か
る
在
学
証

明
書
、
学
生
証
な
ど
の
写
し
。
裏
面

に
有
効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月
日

の
記
載
が
あ
る
場
合
は
裏
面
も
含
む
。）

●
前
年
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類（
住
所
地
で
確

認
で
き
る
場
合
は
不
要
）

●
退
職（
失
業
）し
た
人
が
申
請
を
行
う

場
合
は
、
退
職（
失
業
）し
た
こ
と
を

確
認
で
き
る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給

者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

な
ど
の
写
し
）

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
前
に
生

じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障

が
い
に
つ
い
て
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
　

　
平
成

２８
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
、
平
成

２９
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
方
に
は
、
学
生
納
付
特
例
申
請

書（
ハ
ガ
キ
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
て
返
送
す
る
こ
と
に
よ

り
、
平
成

２９
年
度
の
学
生
納
付
特
例
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
在
学
し
て
い
る
学
校
な
ど

に
変
更
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の

ハ
ガ
キ
で
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
で

手
続
を
行
っ
て
下
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
　
　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

学
生
納
付
特
例
申
請
手
続
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
は
、
固

定
資
産
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
、
ご
自
分

の
土
地
・
家
屋
の
価
格（
評
価
額
）を
町

内
の
他
の
土
地
・
家
屋
と
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
記
載
内
容

土
地
に
つ
い
て

　
住
所
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
評
価

額（
所
有
者
の
記
載
は
な
し
）

家
屋
に
つ
い
て

　
住
所
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・

床
面
積
・
評
価
額
・
構
築
年（
所
有
者

の
記
載
は
な
し
）

◆
縦
覧
の
目
的

　
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較

し
て
、
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う

か
の
確
認
を
行
う
。

◆
縦
覧
の
対
象
者

　
町
内
に
所
在
す
る
土
地
お
よ
び
家
屋

の
納
税
者（
代
理
人
を
含
む
）

◆
縦
覧
の
時
に
必
要
な
も
の

・
納
税
者
本
人
　
印
か
ん
・
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
代
理
人
　
代
理
人
の
印
か
ん
・
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）お
よ

び
委
任
状
ま
た
は
依
頼
者
の
印
か
ん

◆
縦
覧
の
期
間

　
４
月
３
日（
月
）〜
５
月

３１
日（
水
）

＊
土
・
日
、
祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

同
時
に
課
税
台
帳
の
閲
覧
も
で
き
ま
す

◆
閲
覧
の
対
象
者

・
納
税
者
本
人

・
借
地
人
、
借
家
人
、
そ
の
他
収
益
の

権
利
な
ど
を
有
す
る
方（
契
約
書
な

ど
権
利
関
係
を
示
す
書
面
が
必
要
で

す
）

◆
閲
覧
の
時
に
必
要
な
も
の

・
納
税
者
本
人
　
印
か
ん
・
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
代
理
人
／
代
理
人
の
印
か
ん
・
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）お
よ

び
委
任
状
ま
た
は
依
頼
者
の
印
か
ん

○
お
問
い
合
わ
せ
・
縦
覧
場
所

　
本
庁 

税
務
課 

資
産
税
係

　
蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

窓
口
第
１
係

　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
に

よ
る
「
Ｂ
型
肝
炎
被
害
者
説
明
会
」
が

４
月

１５
日（
土
）、
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
説
明
会
で
は
、
集
団
予
防
接
種
の
際

の
注
射
器
の
回
し
打
ち
に
よ
る
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
に
つ
い
て
や
、

国
か
ら
和
解
金
支
払
い
な
ど
の
救
済
を

受
け
る
た
め
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

話
し
ま
す
。

 
昭
和

１６
年
７
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
あ
れ
ば
訴
訟
の
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
心
当
た
り
の
方
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
　
４
月

１５
日（
土
）

 
 
 

午
後
２
時
〜
３
時
頃

場
所
　
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー

 
 
 （

事
前
予
約
不
要
・
参
加
無
料
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
広
島
弁
護
団

　
蕁
０
８
２
―
２
２
３
―
６
５
８
９

 
高
知
県
で
は
、
聴
覚
に
障
が
い
が
あ

る
方
に
対
し
て
、
話
し
こ
と
ば
を
要
約

し
文
字
に
し
て
情
報
を
伝
え
る
要
約
筆

記
者
の
養
成
講
座
を
下
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

 
講
座
終
了
後
、
高
知
県
要
約
筆
記
者

認
定
試
験
を
受
験
し
、
試
験
合
格
後
に

要
約
筆
記
者
と
し
て
継
続
し
て
活
動
で

き
る

１８
歳
以
上
の
方

◆
開
催
日
時

 
５
月

２０
日
か
ら

１２
月
９
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
、
午
前
９
時
半
か
ら

１２
時
半

ま
で
全

２９
回
予
定
。

◆
場
所

　
高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
高

知
市
旭
町
２
丁
目

２１
番
地
６
）

◆
募
集
人
数

 
手
書
き
と
パ
ソ
コ
ン
の
２
つ
の
コ
ー

ス
合
わ
せ
て

３０
人

◆
費
用

　
無
料（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

の
実
費
３
５
０
０
円
程
度
必
要
。）

◆
申
込
方
法
・
期
限

　
申
込
先
へ
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
５
月
８
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
せ
先

 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
要
約
筆
記

高
知
・
や
ま
も
も

養
成
講
座
担
当
（
廣
田
）

 
 
蕁
０
８
８
―
８
７
９
―
５
５
３
４

 
 
蕭
０
８
８
―
８
４
２
―
２
５
１
９

　
　
　youyaku.y@

gm
ail.com

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｂ
型
肝
炎
被
害
者
説
明
会

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
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人
工
透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
方
に
、

通
院
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　
対
象
期
間
中
に
人
工
透
析
療
法
の
た

め
月
８
日
以
上
通
院
し
た
方

※
生
活
保
護
受
給
者
、入
院
の
み
の
方
、

医
療
機
関
に
よ
る
無
料
送
迎（
バ
ス
な

ど
）を
利
用
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。

対
象
期
間
　

平
成

２８
年

１０
月
１
日
〜
平
成

２９
年
３

月
３１
日

支
給
金
額
　
１
カ
月
５
０
０
０
円
以
内

支
給
方
法

　
４
月
以
降
、
対
象
期
間
の
６
カ
月
分

を
支
給
し
ま
す
。

申
請
方
法
　

　
「
通
院
証
明
書
」
に
医
療
機
関
の
証

明
を
も
ら
い
、「
交
付
申
請
書
兼
請
求
書
」

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
類
は
、
本
庁
・
佐
賀
支
所
の
福
祉
担

当
係
に
あ
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
の
証
明
に
係
る
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

提
出
期
限

　
４
月

２８
日（
金
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

　
業
務
用
は
か
り（
特
定
計
量
器
）は
、

計
量
法
第

１９
条
に
お
い
て
、
取
引
ま
た

は
証
明
に
使
用
す
る
事
業
者
は
、
計
量

器
の
正
確
性
を
維
持
す
る
た
め
、
２
年

に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成

２９
年
度
は
黒
潮
町
が
定
期
検
査

の
対
象
地
域
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
表

の
と
お
り
検
査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

定
期
検
査
を
受
検
し
て
い
な
い
業
務
用

は
か
り
は
、
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

産
業
推
進
室 

商
工
観
光
係

蕁
４
３
―
２
１
１
３（
直
通
）

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

１４
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
品
・
骨
董
品

と
し
て
価
値
の
あ
る
火
な
わ
式
銃
砲
な

ど
の
古
式
銃
砲
や
美
術
品
と
し
て
価
値

の
あ
る
刀
剣
類
を
登
録
す
る
た
め
の
審

査
会
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
主
体

　
高
知
県
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

実
施
日（
平
成
２９
年
度
）

４
月

１１
日（
火
）・
５
月
９
日（
火
）

６
月

１３
日（
火
）・
７
月

１１
日（
火
）

８
月
８
日（
火
）・
９
月

１２
日（
火
）

１０
月

１０
日（
火
）・

１１
月

１４
日（
火
）

１２
月

１２
日（
火
）・
１
月
９
日（
火
）

２
月

１３
日（
火
）・
３
月

１３
日（
火
）

時
間
　
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

会
場
　
高
知
県
庁 

西
庁
舎 

３
階
会
議
室

審
査
時
の
携
行
品

・
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣

類
・
警
察
署
で
交
付
を
受
け
た
発
見
届
出

済
証

・
１
件
に
つ
き
６
３
０
０
円
の
登
録
申

請
手
数
料

○
お
問
い
合
わ
せ

 
教
育
委
員
会 
生
涯
学
習
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
課
直
通
）

◆
登
録

　
生
後

９１
日
以
上
の
犬
は
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
、
市
町
村
へ
の
登
録
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

◆
死
亡

　
登
録
市
町
村
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

◆
転
入
、
転
出

　
転
入
先
の
市
町
村
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　　
死
亡
・
転
入
、
転
出
の
届
け
出
が
な

い
と
、
い
つ
ま
で
も
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
ま
ま
と
な
り
、
お
知
ら
せ
の
お
手
紙

な
ど
を
送
付
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
転
居
の
際
に
も
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係蕁

５
５
―
３
１
１
３

人
工
透
析
通
院
費
を
助
成

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の
実
施

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
を
行
い
ま
す

犬
の
登
録
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て

検査日 受付時間 検査場所

5月22日（月）

11：00～12：00
黒潮町役場
佐賀支所

13：00～16：00

5月23日（火）

9：30～11：30
高知県漁業協同組合
田野浦支所

13：00～16：00 黒潮町役場本庁
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新生児聴覚検査（赤ちゃんのきこえの検査）を公費負担で実施します

チャイルドシート等の購入に対し補助金を交付します

　チャイルドシートの着用を促進し、乳幼児の重大事故の防止を図るとともに、子育て世帯の
経済的負担を軽減するため、チャイルドシート等（ジュニアシート含む）購入費用の一部を補
助します。

■対象者
　（1）本町に居住し、本町に住民登録をしている者または本町に外国人登録をしている者
　（2）道路交通法第3条に規定する普通自動車を運転することができる運転免許を有している者
　（3）チャイルドシートなどを装着することができる自動車を所有、または使用している者
　（4）6歳未満の乳幼児の保護者または養育者
　（5）町税などの滞納がない者

■補助率及び補助金額
　チャイルドシートを購入した金額（消費税を含む）の2分の1の額（100円未満を切り捨てた額）
です。ただし、上限は、1万円です。

■交付の回数
　補助金の交付は、対象となる乳幼児1人につき1回限りです。

■補助金の交付申請方法
　チャイルドシートなどを購入した日より6箇月以内に補助金交付申請書、領収書、販売証明
書または保証書（販売証明書又は保証書については本町内で購入した場合は免除）を提出してく
ださい。（申請書は下記窓口にあります。また、町ホームページよりダウンロードもできます）

●上記に関する相談・申請は、下記の担当窓口までお願いします。

【本　　庁】健康福祉課 保健衛生係　　蕁43－2836
【佐賀支所】地域住民課 保健センター　蕁55－7373

　新生児聴覚検査とは、赤ちゃんが眠っている間に、小さな音を聴かせて、脳からでる微弱な
反応波を検出し、正常な波形と比較することにより、自動的に判定を行う耳の検査（AABR方式）
です。
　黒潮町では、平成29年4月1日以降に生まれる赤ちゃんを対象に、耳のきこえの検査を公費
負担で実施することになりました。
　出生時および検査を受けた日に母親の住民票が黒潮町にあり「新生児聴覚検査（きこえの検査）
申込書兼同意書」で申込みをされた場合には、新生児聴覚検査費用全額を黒潮町が負担します。
　公費で検査を受ける場合には「新生児聴覚検査受診票」が必要です。
今後出産予定（すでに妊娠届を提出していて4月1日以降に出産予定）
の方には、出産予定日までに、個別通知を行います。平成29年4月
以降に妊娠届を提出された方には、母子手帳と一緒に受診票をお渡し
します。
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黒潮町特定不妊治療費補助金についてのお知らせ
黒潮町では、平成29年度より妊娠及び出産を望む夫婦を
経済的に支援する補助金制度を創設しました。

■補助対象者
　「高知県不妊に悩む方への特定治療支援事業」による助成の承認決定を受けている方のうち、
下記の要件全てに該当する方。
①申請日において、法律上の婚姻をしており、夫婦の両方またはいずれか一方が町内に住所を

有し、かつ居住していること。
②平成29年4 月1日以降に治療を行ったもの。
③県助成金で治療費の全額を助成されていないこと。
④町税等の滞納がないこと。

■補助金の額　
〈特定不妊治療〉
　・1回につき、上限10万円
　　※特定不妊治療に要した費用のうち、個人で負担した額から
　　　高知県の助成を控除した額が補助対象となります。
＜男性不妊治療費の上乗せ＞
　・1回につき、上限10万円
　　※男性不妊治療で採精･凍結した精子を使用して特定不妊治療を実施した場合、10万円を

上限として補助額を増額します。（男性不妊治療のみを行った場合は対象外となります）

【補助事例】＊1回の治療で60万円を要した場合（内訳：特定治療35万円、男性治療25万円）

　　
■申請の方法　
　下記書類を持参のうえ、役場健康福祉課保健衛生係または地域住民課保健センターまで提出
してください。

《申請に必要となる書類》
　①黒潮町特定不妊治療費助成金交付申請書
　②黒潮町特定不妊治療医療機関受診証明書
　③高知県不妊に悩む方への特定治療支援事業承認決定通知書
　④特定不妊治療に係る領収書
※①及び②は下記窓口にて配付しております。また、ホームページからダウンロードも可能です。

■申請の期限　
　治療が終了した日の属する年度の3月31日まで
　（県助成金の交付が決定した日が3月以降である場合には、交付決定後１か月以内）
　※やむを得ない理由で申請期限に間に合わない場合には、早めにお問い合わせください。

●補助金に関する相談・申請は、下記の担当窓口にお願いします。
本庁 健康福祉課 保健衛生係 蕁43－2836　佐賀支所 地域住民課 保健センター 蕁55－7373

○平成28年度まで

県より35万円の補助　 特定不妊治療費：20万円
　　　　　　　　　　　　男性不妊治療費：15万円

県より35万円の補助　 特定不妊治療費：20万円
　　　　　　　　　　　　男性不妊治療費：15万円

実質自己負担額　25万円

○平成29年度より

町より20万円の補助　 特定不妊治療費：10万円
男性不妊治療費：10万円

実質自己負担額
5万円

－20万円
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在宅子育て応援制度が始まります
　平成29年4月1日から、保育所などを利用せずに子育てに取り組む家庭を支援
する黒潮町在宅子育て応援補助金を開始し、未来を担う子どもたちが家族や地域
とともに成長することを応援します。

■ 補助対象者
　3歳未満の子どもを子育て中の方々のうち、保育施設等を利用せずに（注）子育
てに取り組んでいる方、または取り組むことを希望される方で、町内に居住し
かつ住所を有する方

（注）保育施設（認可保育所、認定こども園、幼稚園、地域型保育等事業実施施設または届出
　　  認可外保育施設）の利用に必要となる教育・保育給付を受けていない場合を指します。

■ 補助金の額
第1子及び第2子の子ども：月額 20,000円
第3子以降の子ども　　　：月額 30,000円

（注）補助金は8月、12月および4月にそれぞれ前日までの
　　  金額を交付します。

■ 主な流れ
・補助金の交付を希望される方は、所定の申請書に必要事項を記入のうえ、下

記窓口まで提出をお願いします。また、申請には印鑑が必要になります。
　（申請書は下記窓口または町ホームページよりダウンロードできます）
・出生の翌月から3歳の誕生月を最終として最大36ヵ月分を交付します。
・対象となる子どもが町内に居住しなくなった場合や、保育施設等の利用が始

まった場合には、補助金の交付は終了となります。

《ご注意ください》
　平成29年4月1日時点で、補助対象者にあたる方は、6月30日までに申請して
いただけると4月分からの交付を受けることが出来ます。6月30日を過ぎますと
申請のあった月分からの交付となりますので、ご注意ください。

●補助金に関する相談・申請は、下記の担当窓口までお願いします。

【本　　庁】住民課 住基戸籍係　　　　　蕁43－2800
【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　 蕁55－3701
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　協力隊として活動を始めてから1年が過ぎました。集落活動センター「で

あいの里蜷川」で仕事をしています、田中里美です。

　現在、旧蜷川小学校は改修工事の真っ只中で、すごいペースで工事が進

んでいます。早く皆さんにお披露目出来ることを楽し

みにしています。この記事が読まれるときには完成し

ていることと思います。

　前回は「お弁当」のお話をさせて頂きましたが、今

回は「であいの里」になってから15周年を迎えること

になった記念に、Tシャツアート展で特別コーナーを

いただいて、今までTシャツアート展のボランティア

で宿泊してきた皆さんと共にTシャツがひらひらします。

ぜひ足を運んで見ていただきたいと思います。

　また、協力隊の紹介コーナーもありますのでよろし

くお願いします。

【今月の担当者】
地域おこし協力隊

田中　里美

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2017（平成29）年4月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　（★＝町外で開催される行事）

5（日）
第11回黒潮町マラソン大会 土佐西南大規模公園（大方） 生涯学習係� 蕁55－31908：00

第22回土佐西南文化交流祭 三原村農業構造改善センター 生涯学習係� 蕁55－319012：30

8（水）～
12日（日）

高知FDスプリングトレーニング 大方球場 商工観光係� 蕁43－21139：00

11（火） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 総合センター 人権啓発係� 蕁43－280010：00

16（日） 春のウォーキング★ 四万十市西土佐地区
四万十川沿い 生涯学習係� 蕁55－31908：00

23（日）

カツオと鯉のぼり川渡しフェスティバル 坂折地区伊与木川周辺 坂折部落鯉のぼり実行委員会
� 　　　　蕁55－3307

10：00

7（日） 砂浜ウエディング 入野の浜 ウエディングプランナーりぼん
        蕁0120－067－006

16：00

12（金） 心配ごと困りごと、人権・行政相談所 加持本村集会所
奥湊川老人憩の家

人権啓発係� 蕁43－280010：00

14（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） まちづくりマーケットプロジェクト
　　蕁090－2786－3702

9：00

5/3（水）
The Moonlight Film Festival（予定） 砂浜美術館（入野の浜） 企画振興係� 蕁43－217717：30

第29回Tシャツアート展（～8日） 砂浜美術館（入野の浜） NPO砂浜美術館�蕁43－49158：00

第32回高知大方シーサイドはだしマラソン全国大会 入野海岸～鞭海岸 生涯学習係� 蕁55－319010：00

18（土） 平成28年度黒潮町戦没者追悼式 総合センター 福祉係� 蕁43－211610：00

21（火） 黒潮町人権教育推進講座　第4講座 佐賀町民館 人権教育係� 蕁55－319010：00

4（土）

6（月）

宵宮祭（鹿島神社大祭） 黒潮一番館 商工観光係� 蕁43－211317：30

5（日）

鹿島神社大祭 鹿島神社 商工観光係� 蕁43－21138：30

平成28年度　黒潮町駅伝大会兼四国のみち駅伝大会 土佐西南大規模公園（佐賀～大方） 生涯学習係� 蕁55－31909：00

第11回黒潮町ジュニアバスケットボール大会 土佐西南大規模公園 体育館 生涯学習係� 蕁55－31909：00

第29回Tシャツアート展作品募集締め切り NPO砂浜美術館事務局 NPO砂浜美術館�蕁43－49158：30

カツオと鯉のぼり川渡し（～5月13日） 坂折地区伊与木川周辺 終  日 坂折部落鯉のぼり実行委員会
 蕁55－3307

4/9（日） 幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） 9：00 まちづくりマーケットプロジェクト
　　蕁090－2786－3702

3/2（木） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 有井川多目的研修集会所、
上川口浦集会所 10：00 人権啓発係� 蕁43－2800
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉
月

4

5

日

1～2
3～9

10～16
17～23
24～30
1～2

3
4
5
6
7

08～14
15～21
22～28
29～31

水 道 給 水 工 事 指 定 店

吉 本 水 道
中 村 住 設
前 田 電 工
クロシオライフラインサービス
吉 本 水 道
中 村 住 設
前 田 電 工
クロシオライフラインサービス
吉 本 水 道 工 務 店
中 村 住 設
前 田 電 工
クロシオライフラインサービス
吉 本 水 道 工 務 店
中 村 住 設
前 田 電 工

㈲ 弘 瀬 建 設
道 倉 水 道 工 務 店
㈱ 土 居 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
道 倉 水 道 工 務 店
㈱ 土 居 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
道 倉 水 道 工 務 店
㈱ 土 居 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
道 倉 水 道 工 務 店
㈱ 土 居 建 設

野 村 企 画 設 備
拳 ノ 川 住 設
大 方 設 備 セ ン タ ー
平 野 住 設
野 村 企 画 設 備
拳 ノ 川 住 設
大 方 設 備 セ ン タ ー
平 野 住 設
野 村 企 画 設 備
拳 ノ 川 住 設
大 方 設 備 セ ン タ ー
平 野 住 設
野 村 企 画 設 備
拳 ノ 川 住 設
大 方 設 備 セ ン タ ー

大 西 設 備
村 越 設 備

大 西 設 備
村 越 設 備

大 西 設 備
村 越 設 備

大 西 設 備

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 土木係（水道担当）　蕁43－2114（直通）   佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700（課直通）

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

店　　名
自　宅

大方設備センター
クロシオライフラインサービス
前 田 電 工
村 越 設 備
中 村 住 設
野 村 企 画 設 備
平 野 住 設

43－1483
43－3075
43－1149
43－3225
34－3621
43－4665
44－1513

43－1546

43－2061

44－1117

入野769
入野1769
入野1574
入野292－19
出口372－2
田野浦1593
伊田2100

大 西 設 備
吉 本 水 道
拳 ノ 川 住 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
道倉水道工務店

電話番号

事務所 自　宅

44－1025
43－2024
55－7371
55－2133
55－2121
55－3141
43－2096

55－7114
55－2363

55－2076

住　　所

上川口750－3
下田の口822－174
拳ノ川1781
伊与喜43－5
佐賀1990
佐賀2988
浮鞭3558－8

日 土月 火 水 木 金

2 8

1

3 4 5 6 7
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 外来診療
午後 日 土外来診療

外来診療外来診療（伊与喜地区） 外来診療
（伊与喜地区）

9 1510 11 12 13 14
午前 日 土外来診療 外来診療

外来診療
（伊与喜地区）

外来診療
（伊与喜地区）

時30分まで） 外来診療 外来診療
午後 日 土外来診療

12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療 外来診療 外来診療

16 2217 18 19 20 21
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療（11：00まで） 外来診療 外来診療
午後 日 土

外来診療（鈴地区）
外来診療

外来診療 外来診療

292423
30

25 26 27 28
午前 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 外来診療
午後 日 土外来診療

12：30～14：00（受付13：50まで）
外来診療（鈴地区）

外来診療
外来診療
外来診療

1 2 3 1 2 3
午前 日 土外来診療 保育所健診 外来診療 外来診療 外来診療
午後 日 土外来診療

12：30～14：15（受付13：50まで）
外来診療

（伊与喜地区）
外来診療

外来診療外来診療（伊与喜地区） 外来診療

【診療時間】午前9時～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　4月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111（直通）
医師の都合により変更となる場合がありますので、予約外の方は事前にお電話でご確認ください。
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ネットワークサービス使用料の口座振替日年間予定光光光光
　黒潮町光ネットワークサービス月額使用
料の口座振替日は、利用された月の末日（た
だし12月は25日）が基本です。末日が土曜、
日曜、祝日および国民の休日にあたるときは、
その日以降の直近の平日となります。
　指定日に引き落としができなかった場合は、
個別に通知したうえで、基本的に翌月15日
に再引き落としをします。

○お問い合わせ　本庁 情報防災課 情報推進係　蕁43－2188（直通）

引落日 引落日

4月分 05/1（月） 10月分 10/31（火）

5月分 5/31（水） 11月分 11/30（木）

6月分 6/30（金） 12月分 12/25（月）

7月分 7/31（月） 01月分 01/31（水）

8月分 8/31（木） 02月分 02/28（水）

9月分 10/2（月） 03月分 004/2（月）

防災
ミニ講座が開催されました防災
ミニ講座が開催されました防災
ミニ講座が開催されました防災
ミニ講座が開催されました

3/11
SAT
3/11
SAT

　東日本大震災発生から丸6年が経過したこの日、伊与喜小学校で開催された「かまどベンチで鍋
パーティー」の中で、高知大学の教授や学生らによる「防災ミニ講座」が行われました。
　大槻知史准教授からは、地震が起きた際に自分で自分の身を守るための「備え」について話があ
りました。また、「高知大学防災すけっと隊」に所属する学生からは、子どもや女性向けの「防災お
かしポーチ」の作り方についてレクチャーがあり、その後大人やJICA視察隊も交えて実際に製作
をしました。

　ポーチとして中に必要な物を入れて持ち運
びが可能。非常食としても食べられる。
材料：4連パックのお菓子、布切れ、両面テープ、

マスキングテープ、マジックテープ、デ
コレーション

防災おかしポーチって？ 「防災すけっと隊」の活動について
　同サークルに所属する松岡明里さん（19）は、
子どもたちへの防災ポーチの普及活動につい
てこう語る。「子どもを巻き込むことができれば、
大人も一緒に参加してくれる。それが地域の
コミュニティ力、そして防災力の強化につな

がる」と。若い世代が活
動をすることで、防災
に興味を持ってもらえ
たらと願い、今後も力
を入れて活動していき
たいとのこと。説明をする松岡さん（右）

ウグイスも彩りを加えます 今にも咲きだしそうな紅色の蕾 春の訪れ

大槻教授の問いかけへ反応する児童 ポーチを作成する児童やJICAメンバー

桜桜桜桜たよりたよりたよりたより
黒潮町黒潮町 春がやってきました

　黒潮町内で最も早く咲く桜と言われている「文殊堂」の台湾桜が今年も開花しまし
た。例年は2月下旬から咲いていましたが、今年は3月中旬でやっと数片の花が咲き
始めたという状況でした。開花したばかりは、遠くから見ると赤い蕾に包まれ、近く
まで寄るときれいな薄いピンク色の花をつけていました。（3月16日時点）

まちの掲示板まちの掲示板



濟広報くろしお  №133　2017（平成29）年4月号

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

たけのこ水煮� 80g
フキ� 60g
厚揚げ� 80g
にんじん� 40g
こんにゃく� 60g
じゃこ天� 20g
にぼし� 1g
水� 140g
酒� 0.5g
砂糖� 16g
みりん� 5g
こいくち醤油� 15g
うすくち醤油� 15g

●材料（4人分）●

〔作り方〕
①たけのこ、フキ、厚揚げをひとくち大に切る。にんじん

はイチョウ切り、じゃこ天は短冊状に切る。
②①をにぼしでだしをとっただし汁に入れ、調味料を加え

て煮る。

○お問い合わせ
　大方学校給食センター　蕁31－3201（直通）
　佐賀学校給食センター　蕁55－2166（直通）

春煮物

日時：3月9日（木）　場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場
集合：午前9時　  開始：午前9時半

※総合計同点、カウントバック方式とする。
※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 HC 総計

優　勝 橋田香苗 25 29 27 26 1 107

準優勝 澳本　修 26 32 25 28 1 111

3位 松田　哲 30 25 26 31 －4 112

4位 小野みね 26 34 24 32 －4 116

5位 筒井康夫 27 27 29 30 4 113

6位 森近陽一 26 31 30 30 －4 117

7位 茶畑すみ子 28 29 29 31 －4 117

8位 峰岸広美 25 31 30 28 －4 114

9位 佐田幸一 26 30 26 32 8 114

10位 尾崎良二 28 31

小計

54

58

55

60

54

57

57

56

56

59 24 32 5 115

ベストスコア：Ａコース　24点 ― 尾崎良二、小野みね
　　　　　　　Ｂコース　25点 ― 松田　哲
ホールインワン：Ａコース　05番　  植野　初男
　　　　　　　Ｂコース　02番　  伊藤日出男

土佐西南パークゴルフ協会　北海道との交流大会

黒潮町ケーブルテレビ

4月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188
（課直通）

【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間
番組案内

ＩＷＫＮＥＷＳ

おしえて食改さん

黒潮町版健康体操～ロコクロ体操～

行政チャンネル

防災チャンネル

えいちや！知っ得！くろしお町

耳をすまして

図書館どうでしょう

ザ☆黒潮人

お話玉手箱

くろしお☆チルドレン

ＪＣＣ三人娘が行く

サイエンスチャンネル

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ショップチャンネル

番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

6：00　10：30　15：00　19：30

6：05　10：35　15：05　19：35

6：20　10：50　15：20　19：50

6：30　11：00　15：30　20：00

6：45　11：15　15：45　20：15

6：55　11：25　15：55　20：25

7：05　11：35　16：05　20：35

7：15　11：45　16：15　20：45

7：30　12：00　16：30　21：00

7：35　12：05　16：35　21：05

7：50　12：20　16：50　21：20

8：05　12：35　17：05　21：35

8：15　12：45　17：15　21：45

8：25　12：55　17：25　21：55

8：40　13：10　17：40　22：10

9：40　14：10　18：40　23：10

24：00～6：00

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

IWKTVで高知FDを応援しよう!!IWKTVで高知FDを応援しよう!!

◆四国アイランドリーグplus公式戦

・4月1日貍　18：00～　高知FD 対 福岡SB
　【予備日】
　4月4日貂　18：00～　高知FD 対 福岡SB
・4月2日豸　13：00～　高知FD 対 福岡SB
　【予備日】
　4月3日豺　13：00～　高知FD 対 徳島IS
※いずれの試合も、放送は試合開始15分前からです。
※放送内容などは、予告なく変更となる場合があります。

◆みんなの情報募集中!!

IWKTVでは、私の周りの面白い人、地域の取
り組み、珍しいものなど。
町民のみなさんからの色々な情報などを募集し
ています。

フキはハウス栽培もされて
いますが、天然のものは3
～5月に旬を迎え、まさに今
が食べ時です。4月は新生
活や仕事の年度初めということもあり、慌ただしくなります。
忙しい時期ですが、この春煮物を食べて、ほっと一息ついて春
を感じてもらえたらと思います。
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4月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1
2 3 4 5 6 7 8

2

9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 20 21 22
23

30 24 25
19

5月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

日時：7月1日～9月24日
会場：上林暁文学館・町民ギャラリー

『世界の果てのこどもたち』
文学館特別企画展

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

蕁
５
５
―
３
１
５
０（
直
通
）

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●合理的にあり得ない　　　　　　　　　　　柚月　裕子／著

●本を守ろうとする猫の話　　　　　　　　　夏川　草介／著

●毎日っていいな　　　　　　　　　　　　　吉本ばなな／著

●女子ＤＩＹの教科書　　　　　　　　　　　ｔｕｋｕｒｉｂａ／著

●台湾かあさんの味レシピ�

●本当に正しい鳥獣害対策Ｑ&Ａ　　　　　　 江口　祐輔／著

●世界がもし１００人の村だったらお金篇　　池田香代子／著

●ふしぎ駄菓子屋銭天堂⑦　　　　　　　　　廣嶋　玲子／作

●新しい発達と障害を考える本①～⑧�

●ばあばは、だいじょうぶ　　　　　　　　　楠　　章子／作

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

第
24
回
企
画
展

期
間
　
４
月
１
日
〜
６
月
２５
日
ま
で

会
場
　
上
林
暁
文
学
館（
あ
か
つ
き
館
２
階
）

『
あ
や
に
愛
し
き
』

〜
病
妻
 

繁
子
と
の
切
な
き
日
々
を
つ
づ
り
て
〜

か
な

26 27 28 29

　中脇初枝さんの近著「世界の果てのこどもたち」や西土佐村満
州開拓団の資料、写真など多数展示予定。

《書籍紹介》
◆植田馨 遺歌集『海の歳月』（獏書房）

◆植田馨 著『勝っちゃん』（上林暁顕彰会）
　前上林暁顕彰会長・故 植田馨先生の著書二冊が、
刊行されています。（大方あかつき館にて、頒布中）

＊文学館のみ、5月3・4・5日も開館しています。

＊
「
聖
ヨ
ハ
ネ
病
院
に
て
」
に
代
表
さ
れ
る
妻
の
発
病
か
ら
、

入
院
、そ
し
て
死
に
至
る
ま
で
を
描
い
た
「
病
妻
物
」
と
よ

ば
れ
る
一
連
の
小
説
が
あ
る
。

　
　
の
ち
に
、宇
野
重
吉
の
第
一
回
監
督
作
品
「
あ
や
に
愛
し

き
」
と
し
て
、劇
団
「
民
芸
」の
手
で
映
画
化
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
作
品
、関
連
資
料
、写
真
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

竹本病院 蕁35－4151

四万十市立市民病院 蕁34－2126

宿毛市　（0880）

筒井病院 蕁66－0013

清谷病院 蕁63－2302

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

四万十町　（0880）

大西病院 蕁22－1191

くぼかわ病院 蕁22－11114/2（日）

9（日）

16（日）

大野内科 蕁37－5281 いなげ胃腸科内科 蕁62－111323（日）

山下整形外科 蕁34－0511

木俵病院 蕁34－1211

中村病院 蕁34－3177

大井田病院 蕁63－2101

幡多けんみん病院 蕁66－2222

川村内科クリニック 蕁66－2911

29（土）

30（日）

5/3（水）

吉井病院 蕁34－5005 聖ヶ丘病院 蕁63－21464（木）

中村クリニック 蕁34－5100

四万十市立市民病院 蕁34－2126

田村内科クリニック 蕁63－1668

筒井病院 蕁66－0013

くぼかわ病院 蕁22－1111

5（金）

7（日）

さくらクリニック 蕁35－2555 奥谷整形外科 蕁63－120214（日）

■当直医療機関

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

義母、上林、　妻

～西土佐村満州開拓団の記録～
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
暖
か

な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
中
の
親
子
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら

し
、
子
育
て
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
護
者
や
子
ど

も
た
ち
が
交
流
で
き
る
「
場
」
の
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

【
活
動
内
容
】

★
フ
リ
ー
デ
ー

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
１２
時

　
午
後
１
時
〜
４
時
４５
分

親
子
で
室
内
遊
具
や
玩
具
な
ど
を
使

っ
て
、
自
由
に
遊
び
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
生
活
リ
ズ
ム
な
ど
を
考

え
な
が
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、

屋
外
遊
び
や
誕
生
会
な
ど
色
々
な
行

事
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

★
子
育
て
相
談

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
１２
時
、午
後
１
時
〜
５
時

電
話
相
談
、
来
所
相
談
、
家
庭
訪
問

を
行
い
ま
す
。

日
頃
の
育
児
不
安
、
育
児
ス
ト
レ
ス

な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
人
】

　
主
に
、
保
育
所
、
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
な
い
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
と
ご
家
族
。
里
帰
り
中
の
方
も
利
用

で
き
ま
す
。

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

◎
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

 
場
所
 

佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

※
中
止
を
す
る
場
合
は
、
事
前
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

◎
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

＊
今
月
は
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
中
心
に
楽

し
み
ま
す
。

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

4
月
の
予
定

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

左
記
ま
で
写
真（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

篠田　心晴ちゃん
〈平成27年4月26日生まれ〉

この は

中谷　洸太くん
〈平成28年7月24日生まれ〉

元気いっぱい大きくなっ
てね。　 〈パパ、ママより〉

藤原　　楽くん
〈平成28年9月13日生まれ〉

お姉ちゃん、お兄ちゃん
と仲良くあそぼうね。

〈パパ、ママより〉

がく こう た

横内　海都くん
〈平成28年7月12日生まれ〉

We love you蟋
〈Daddy & Mommyより〉

かい と

松下　叶空ちゃん
〈平成28年9月3日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良くすく
すく大きくなってね。

〈パパ、ママより〉

妹と仲良くしてね。
　〈ママより〉

あの

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！
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